
10

20

JP 7537603 B2 2024.8.21

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7537603号

(P7537603)
(24)登録日　令和6年8月13日(2024.8.13)(45)発行日　令和6年8月21日(2024.8.21)

(54)【発明の名称】　ステータ

(51)国際特許分類
　   Ｈ０２Ｋ 3/34 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０２Ｋ 3/34 　　　Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-510157(P2023-510157)
(86)(22)出願日　 令和3年4月2日(2021.4.2)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2021/014400
(87)国際公開番号　 WO2022/208892
(87)国際公開日　 令和4年10月6日(2022.10.6)

審査請求日　 令和5年9月22日(2023.9.22)

(73)特許権者　 000003997
日産自動車株式会社
神奈川県横浜市神奈川区宝町２番地

(74)代理人　 110002468
弁理士法人後藤特許事務所

(72)発明者　 木村  真秀
神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産 
自動車株式会社  知的財産部内

(72)発明者　 今井  達矢
神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産 
自動車株式会社  知的財産部内

(72)発明者　 平岡  知康
神奈川県厚木市森の里青山１－１  日産 
自動車株式会社  知的財産部内

(72)発明者　 長谷川  和裕
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ロ ッ ト を 有 す る ス テ ー タ コ ア と 、 前 記 ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る 巻 線 と 、 前 記 ス ロ ッ ト と  
前 記 巻 線 と の 間 に 介 装 さ れ 、 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 と 前 記 巻 線 と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 シ  
ー ト と 、 を 備 え る ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 、 絶 縁 紙 と 、 前 記 絶 縁 紙 の 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 に 対 向 す る 表 面 の 全 面  
に 配 置 さ れ る 第 １ 接 着 剤 層 と 、 前 記 絶 縁 紙 の 前 記 巻 線 に 対 向 す る 裏 面 の 全 面 に 配 置 さ れ る  
第 ２ 接 着 剤 層 と 、 か ら な り 、
　 前 記 第 １ 接 着 剤 層 に は 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な が ら 熱 硬 化 す る 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ 接 着 剤 層 に は 、 未 加 熱 時 の 粘 着 性 が 前 記 発 泡 接 着 剤 よ り も 低 く 、 加 熱 に よ り 発  
泡 し な い 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 前 記 非 発 泡 接 着 剤 は 、 前 記 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 し な が ら  
熱 硬 化 す る 温 度 よ り も 高 い 温 度 で 熱 硬 化 す る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 、 前 記 第 １ 接 着 剤 層 の 全 て に 前 記 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 接  
着 剤 層 の 全 て に 前 記 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス ロ ッ ト を 有 す る ス テ ー タ コ ア と 、 前 記 ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る 巻 線 と 、 前 記 ス ロ ッ ト と  

請求項の数　8　（全16頁）
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前 記 巻 線 と の 間 に 介 装 さ れ 、 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 と 前 記 巻 線 と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 シ  
ー ト と 、 を 備 え る ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 絶 縁 紙 及 び 接 着 剤 層 を 有 し 、 前 記 ス ロ ッ ト 内 で 対 向 す る 二 面 に お い て  
、 一 方 の 面 に お け る 前 記 絶 縁 紙 の 表 面 及 び 裏 面 の 接 着 剤 層 に は 加 熱 に よ り 発 泡 し な が ら 熱  
硬 化 す る 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 他 方 の 面 に お け る 前 記 絶 縁 紙 の 表 面 及 び 裏 面 の 接 着 剤 層  
に は 未 加 熱 時 の 粘 着 性 が 前 記 発 泡 接 着 剤 よ り も 低 く 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な い 非 発 泡 接 着 剤  
が 配 置 さ れ 、 前 記 非 発 泡 接 着 剤 は 、 前 記 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 し な が ら 熱 硬 化 す る 温 度 よ り も  
高 い 温 度 で 熱 硬 化 す る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 巻 線 は 、 前 記 ス ロ ッ ト 内 で 前 記 ス テ ー タ の 径 方 向 に 一 列 に 配 置 さ れ る 複 数 の 平 角 線  
か ら な り 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 、 複 数 の 前 記 平 角 線 の う ち 、 少 な く と も 一 つ の 平 角 線 に お い て 、 当 該  
一 つ の 平 角 線 を 挟 ん で 対 向 す る 前 記 絶 縁 紙 の 表 面 及 び 裏 面 の 接 着 剤 層 に は 、 そ れ ぞ れ 前 記  
発 泡 接 着 剤 と 前 記 非 発 泡 接 着 剤 と が 配 置 さ れ 、 前 記 径 方 向 に 隣 接 す る 他 の 平 角 線 と は 前 記  
発 泡 接 着 剤 と 前 記 非 発 泡 接 着 剤 の 配 置 が 異 な る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス ロ ッ ト を 有 す る ス テ ー タ コ ア と 、 前 記 ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る 巻 線 と 、 前 記 ス ロ ッ ト と  
前 記 巻 線 と の 間 に 介 装 さ れ 、 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 と 前 記 巻 線 と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 シ  
ー ト と 、 を 備 え る ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 絶 縁 紙 及 び 接 着 剤 層 を 有 し 、 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 の う ち 、 前 記 ス ロ ッ  
ト の 内 壁 の 一 方 の 側 面 に 当 接 す る 第 １ 絶 縁 シ ー ト と 、 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 の 他 方 の 側 面 に  
当 接 す る 第 ２ 絶 縁 シ ー ト と か ら な り 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 シ ー ト の 絶 縁 紙 の 表 面 及 び 裏 面 の 接 着 剤 層 に は 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な が ら  
熱 硬 化 す る 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 絶 縁 シ ー ト の 絶 縁 紙 の 表 面 及 び 裏 面 の 接 着 剤  
層 に は 、 未 加 熱 時 の 粘 着 性 が 前 記 発 泡 接 着 剤 よ り も 低 く 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な い 非 発 泡 接  
着 剤 が 配 置 さ れ 、 前 記 非 発 泡 接 着 剤 は 、 前 記 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 し な が ら 熱 硬 化 す る 温 度 よ  
り も 高 い 温 度 で 熱 硬 化 す る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト に は 、 前 記 第 １ 接 着 剤 層 及 び 前 記 第 ２ 接 着 剤 層 に 、 前 記 発 泡 接 着 剤 と 前  
記 非 発 泡 接 着 剤 と が 、 分 散 し て 配 置 さ れ る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 、 非 加 熱 時 に お い て 、 前 記 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 箇 所 の 厚 さ が 、 前  
記 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 箇 所 の 厚 さ よ り 薄 く 形 成 さ れ る 、
ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス ロ ッ ト を 有 す る ス テ ー タ コ ア と 、 前 記 ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る 巻 線 と 、 前 記 ス ロ ッ ト と  
前 記 巻 線 と の 間 に 介 装 さ れ 、 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 と 前 記 巻 線 と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 シ  
ー ト と 、 を 備 え る ス テ ー タ で あ っ て 、
　 前 記 絶 縁 シ ー ト は 、 絶 縁 紙 と 、 前 記 絶 縁 紙 の 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 に 対 向 す る 表 面 の 全 面  
に 配 置 さ れ る 第 １ 接 着 剤 層 と 、 前 記 絶 縁 紙 の 前 記 巻 線 に 対 向 す る 裏 面 の 全 面 に 配 置 さ れ る  
第 ２ 接 着 剤 層 と 、 か ら な り 、
　 前 記 第 １ 接 着 剤 層 に は 、 非 加 熱 時 に 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 に 密 着 す る 粘 着 性 を 有 し 、 加 熱  
に よ り 発 泡 し な が ら 熱 硬 化 す る 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、
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　 前 記 第 ２ 接 着 剤 層 に は 、 未 加 熱 時 の 粘 着 性 が 前 記 ス ロ ッ ト の 内 壁 に 密 着 し な い よ う に 前  
記 発 泡 接 着 剤 よ り も 低 く 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な い 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 前 記 非 発 泡 接  
着 剤 は 、 前 記 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 し な が ら 熱 硬 化 す る 温 度 よ り も 高 い 温 度 で 熱 硬 化 す る 、
ス テ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 電 機 の ス テ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 動 モ ー タ 等 の 回 転 電 機 に お い て 、 ス テ ー タ と 巻 線 と を 絶 縁 す る た め に 絶 縁 シ ー ト が 用  
い ら れ て い る 。 絶 縁 シ ー ト の 表 面 に は 、 ス テ ー タ と 巻 線 と の 双 方 に 密 着 さ せ る 樹 脂 性 等 の  
接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｊ Ｐ ２ ０ １ １ － ２ ４ ４ ５ ９ ６ Ａ に は 、 表 面 が 発 泡 樹 脂 に よ り 構 成 さ れ た 絶 縁 シ ー ト を ス  
テ ー タ コ ア の 内 壁 面 と 巻 線 と の 間 に 挟 ん だ 状 態 で 加 熱 し 膨 張 さ せ る ス テ ー タ が 開 示 さ れ て  
い る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 ス テ ー タ と 巻 線 と を よ り 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 の よ う に 絶 縁 シ ー ト に 発 泡 樹 脂 を 用 い た 場 合 、 発 泡 樹 脂 の 粘 着 性 に よ っ て 巻 線  
を ス テ ー タ の ス ロ ッ ト に 挿 入 す る 際 の 抵 抗 が 大 き く 、 作 業 性 が 低 下 す る 。 こ れ を 改 善 す べ  
く ス ロ ッ ト と 巻 線 と の 間 の ク リ ア ラ ン ス を 大 き く す る と 、 コ イ ル と ス テ ー タ と に よ り 構 成  
さ れ る 磁 気 回 路 の 設 計 に 制 約 が 生 じ る ほ か 、 コ イ ル と ス テ ー タ と の 熱 伝 導 率 も 低 下 す る と  
い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 熱 伝 導 率 を 低 下 す る こ と な く 、 ス テ ー タ に 巻 線 を 挿 入 す る 作 業 性 を 向 上 で き  
る 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 態 様 は 、 ス ロ ッ ト を 有 す る ス テ ー タ コ ア と 、 ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る 巻 線  
と 、 ス ロ ッ ト と 巻 線 と の 間 に 介 装 さ れ 、 ス ロ ッ ト の 内 壁 と 巻 線 と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁  
シ ー ト と 、 を 備 え る ス テ ー タ に 適 用 さ れ る 。 絶 縁 シ ー ト は 、 絶 縁 紙 と 、 絶 縁 紙 の ス ロ ッ ト  
の 内 壁 に 対 向 す る 表 面 に 配 置 さ れ る 第 １ 接 着 剤 層 と 、 絶 縁 紙 の 巻 線 に 対 向 す る 裏 面 に 配 置  
さ れ る 第 ２ 接 着 剤 層 と 、 か ら な る 。 第 １ 接 着 剤 層 に は 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な が ら 熱 硬 化 す  
る 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。 第 ２ 接 着 剤 層 に は 、 未 加 熱 時 の 粘 着 性 が 発 泡 接 着 剤 よ り も 低  
い 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 絶 縁 シ ー ト の ス ロ ッ ト の 内 壁 に 対 向 す る 面 に 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、  
巻 線 側 に 対 向 す る 面 に 粘 着 性 が 低 い 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る の で 、 ス ロ ッ ト に 巻 線 を 挿  
入 す る 際 の 作 業 性 の 低 下 を 抑 制 で き る 。 組 み 付 け 後 、 発 泡 接 着 剤 の 発 泡 に よ り 巻 線 と ス ロ  
ッ ト と が 密 着 す る の で 、 巻 線 と ス ロ ッ ト と の 間 の 熱 伝 導 率 の 低 下 を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の ス テ ー タ の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ス テ ー タ の 組 立 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 図 ６ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 変 形 例 の 絶 縁 シ ー ト の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 変 形 例 の ス テ ー タ の ス ロ ッ ト の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ａ 】 図 １ ２ Ａ は 、 変 形 例 の 絶 縁 シ ー ト の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 図 １ ２ Ｂ は 、 変 形 例 の 絶 縁 シ ー ト の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｃ 】 図 １ ２ Ｃ は 、 変 形 例 の 絶 縁 シ ー ト の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 等 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 絶 縁 シ ー ト が 適 用 さ れ る モ ー タ （ 回 転 電 機 ） の ス テ ー  
タ １ ０ を 、 回 転 軸 方 向 か ら 観 察 し た 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス テ ー タ １ ０ は 、 複 数 の ス ロ ッ ト １ ２ が 形 成 さ れ た ス テ ー タ コ ア １ １ と 、 ス ロ ッ ト １ ２  
に 挿 入 さ れ る 巻 線 ３ ０ と 、 ス テ ー タ コ ア １ １ と 巻 線 ３ ０ と の 間 を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 シ  
ー ト ２ ０ （ 図 ２ 参 照 ） と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ス テ ー タ コ ア １ １ は 、 円 環 状 に 打 ち 抜 か れ た 電 磁 鋼 板 が 回 転 軸 方 向 に 積 層 し て 構 成 さ れ  
る 。 ス テ ー タ コ ア １ １ に は 、 円 環 状 の バ ッ ク ヨ ー ク １ ３ と 、 バ ッ ク ヨ ー ク １ ３ か ら 内 周 側  
に 突 出 す る 複 数 の テ ィ ー ス １ ４ と 、 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 テ ィ ー ス １ ４ と テ ィ ー ス １ ４ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 が ス ロ ッ ト １ ２ を 構 成 し 、 ス ロ ッ  
ト １ ２ の 内 部 に 巻 線 ３ ０ （ 図 １ に ハ ッ チ ン グ で 示 す ） が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス テ ー タ １ ０ の 内 周 側 に は 図 示 し な い ロ ー タ が 配 置 さ れ る 。 ス テ ー タ １ ０ の 巻 線 ３ ０ に  
電 流 を 流 す こ と で 、 ロ ー タ に 備 え ら れ る 永 久 磁 石 と の 作 用 に よ っ て ロ ー タ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 図 １ に 示 す ス テ ー タ コ ア １ １ は 、 ４ ８ 個 の ス ロ ッ ト １ ２ が 形 成 さ れ た 例 を 示 す が  
、 ス ロ ッ ト １ ２ の 数 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の モ ー タ は 、 例 え ば 電 動 自 動 車 に 搭 載 さ れ 、 車 輪 を 駆 動 す る 電 動 機 と し て 機  
能 す る 。 ま た 、 モ ー タ は 、 車 輪 の 回 転 に よ る 駆 動 力 を 受 け て 発 電 （ 回 生 ） を 行 な う 発 電 機  
と し て も 機 能 す る 。 な お 、 モ ー タ は 、 自 動 車 以 外 の 装 置 、 例 え ば 各 種 電 気 機 器 又 は 産 業 機  
械 の 駆 動 装 置 と し て 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ー タ １ ０ の ス ロ ッ ト １ ２ の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の ス テ ー タ １ ０ の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １  
に お け る 複 数 の ス ロ ッ ト １ ２ の 一 つ を 代 表 し て 説 明 す る が 、 他 の ス ロ ッ ト １ ２ の 構 成 も 同  
一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス ロ ッ ト １ ２ は 、 ス テ ー タ １ ０ に お い て 、 テ ィ ー ス １ ４ と テ ィ ー ス １ ４ と の 間 に 形 成 さ  
れ た 間 隙 で あ る 。 テ ィ ー ス １ ４ の 先 端 に は 、 周 方 向 に 突 出 す る 突 起 部 １ ４ ａ が 形 成 さ れ て  
お り 、 突 起 部 １ ４ ａ と 突 起 部 １ ４ ａ と の 間 隙 １ ５ に よ り ス ロ ッ ト １ ２ が ス テ ー タ １ ０ の 内  
周 側 に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス ロ ッ ト １ ２ に は 巻 線 ３ ０ が 挿 入 さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と の 間 に  
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は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が 介 装 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 ス テ ー タ コ ア １ １ と 巻 線 ３ ０ と の 間 を 電 気 的 に 絶 縁 す る 。 絶 縁 シ ー  
ト ２ ０ は 、 表 面 に 発 泡 性 の 接 着 剤 を 備 え 、 こ れ が 加 熱 に よ り 発 泡 す る こ と に よ り 、 ス ロ ッ  
ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と が 密 着 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 巻 線 ３ ０ は 、 絶 縁 被 膜 を 有 す る 複 数 の 平 角 線 ３ １ に よ り 構 成 さ れ る 。 図 ２ に 示 す 例 で は  
、 一 つ の ス ロ ッ ト １ ２ 内 に 、 径 方 向 に ６ つ の 平 角 線 ３ １ が 並 列 に 収 装 さ れ て い る 。 な お 、  
巻 線 ３ ０ の 数 及 び 形 状 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 来 、 ス ロ ッ ト １ ２ と 巻 線 ３ ０ と の 間 に 配 置 さ れ る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 そ の 両 面 に 熱 硬  
化 性 の 接 着 剤 が 予 め 塗 布 さ れ て い る 。 こ れ を ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 に 組 み 付 け た 後 、 巻 線 ３  
０ を 挿 入 し 、 加 熱 す る こ と で 接 着 剤 が 溶 融 後 硬 化 し 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３  
０ と が 密 着 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 ス ロ ッ ト １ ２ と 巻 線 ３ ０ と が よ り 密 着 す る よ う に 、 熱 に よ り そ の 体 積 が 膨 張 す  
る 発 泡 接 着 剤 を 用 い た 場 合 は 、 表 面 の 粘 着 度 が 非 発 泡 接 着 剤 よ り も 大 き い た め 、 ス ロ ッ ト  
１ ２ に 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 組 み 付 け る 工 程 や 、 巻 線 ３ ０ を ス ロ ッ ト に 挿 入 す る 工 程 に お い て  
、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が 粘 着 し 、 作 業 性 が 低 下 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ を 防 ぐ た め に ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 と 巻 線 ３ ０ と の ク リ ア ラ ン ス を 大 き く す る と 、 ス  
ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 と 巻 線 ３ ０ と の 距 離 が 大 き く な り 、 ス テ ー タ コ ア １ １ と 巻 線 ３ ０ と で 形  
成 さ れ る 磁 気 回 路 設 計 の 制 約 が 生 じ る 。 さ ら に 、 巻 線 ３ ０ か ら ス テ ー タ １ ０ へ の 熱 伝 導 率  
が 低 下 す る こ と で 熱 処 理 に 制 約 が 生 じ 、 そ の 結 果 、 モ ー タ 効 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ こ で 本 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 次 の よ う に 構 成 す る こ と で 、 モ ー タ 効 率 を 低  
下 さ せ る こ と な く 、 組 立 時 の 作 業 性 を 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ の 全 周 に 渡 っ て 、 巻  
線 ３ ０ を 取 り 囲 ん で 配 置 さ れ る 。 ス ロ ッ ト １ ２ に お い て 径 方 向 外 側 に 位 置 す る 底 部 で は 、  
絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 始 点 と 終 点 と が 重 ね て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 絶 縁 紙 ２ １ と 、 絶 縁 紙 ２ １ の 表 面 に 備 え ら れ る 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ と  
、 絶 縁 紙 ２ １ の 裏 面 に 備 え ら れ る 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。 絶 縁 紙 ２ １ の 表  
面 は 絶 縁 シ ー ト ２ ０ に お け る ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ 側 の 面 で あ り 、 絶 縁 紙 ２ １ の 裏 面  
は 絶 縁 シ ー ト ２ ０ に お け る 巻 線 ３ ０ 側 の 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 絶 縁 紙 ２ １ は 、 紙 、 不 織 布 又 は 樹 脂 等 か ら な る 絶 縁 性 の 材 料 に よ り シ ー ト 状 に 形 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ に は 、 加 熱 に よ り 発 泡 し て そ の 体 積 を 膨 張 さ せ た 後 に 硬 化 す る 発 泡 接  
着 剤 が 所 定 の 厚 み で 塗 布 さ れ て い る 。 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 、 加 熱 に よ っ て は 発 泡 す る こ  
と な く 硬 化 す る 非 発 泡 接 着 剤 が 所 定 の 厚 み で 塗 布 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 発 泡 接 着 剤 は 、 例 え ば 熱 に よ り 発 泡 す る 微 小 な バ イ ン ダ ー が 接 着 剤 中 に 分 散 混 合 さ れ て  
お り 、 加 熱 に よ り 発 泡 接 着 剤 が 溶 融 す る と き に バ イ ン ダ ー が 発 泡 し 、 そ の 体 積 （ 厚 さ ） が  
増 加 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 発 泡 接 着 剤 は 、 更 な る 加 熱 に よ っ て そ の 厚 さ を 保 っ て 硬  
化 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 非 発 泡 接 着 剤 は 、 発 泡 性 の 材 料 を 含 ん で い な い 。 非 発 泡 接 着 剤 は 、 加 熱 に よ っ て 溶 融 し  
、 そ の 体 積 （ 厚 さ ） は ほ と ん ど 変 化 す る こ と な く 硬 化 す る 。 な お 、 非 発 泡 接 着 剤 は 、 非 加  
熱 状 態 で の 表 面 の 粘 着 性 が 発 泡 接 着 剤 と 比 較 し て 低 く 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 非 発 泡 接 着 剤 は 、 そ の 硬 化 温 度 が 、 発 泡 接 着 剤 の 硬 化 温 度 以 上 に 設 定 さ れ て い る  
。 な お 、 発 泡 接 着 剤 は 、 例 え ば ウ レ タ ン 樹 脂 に よ り 構 成 さ れ る 。 非 発 泡 接 着 剤 は 、 例 え ば  
エ ポ キ シ 樹 脂 に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ス テ ー タ １ ０ の 組 立 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 用 い た ス テ ー タ １ ０ の 組 立 方 法 を 示 す フ ロ ー チ  
ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 、 ス テ ー タ コ ア １ １ の 全 て の ス ロ ッ ト １ ２ 内 に 、 そ れ ぞ  
れ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 取 り 付 け る 。 例 え ば 、 治 具 等 に よ り 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 表 面 を ス  
ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ に 密 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 絶 縁 紙 ２ １ の 表 面 は 粘 着 性 が 高 い 発 泡 接 着 剤 が 全 面 に 塗 布 さ れ た 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ で あ  
り 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ に 容 易 に 密 着 で き る 。 ま た 、 絶 縁 紙 ２ １  
の 裏 面 の 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ は 、 粘 着 性 が 低 い 非 発 泡 接 着 剤 が 全 面 に 塗 布 さ れ て い の で 、 作  
業 時 に 非 発 泡 接 着 剤 が 作 業 者 の 手 や 治 具 に 粘 着 す る こ と が な く 、 作 業 の 邪 魔 と な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に お い て 、 各 ス ロ ッ ト １ ２ に 巻 線 ３ ０ を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 巻 線 ３ ０ は 、 Ｕ 字 形 状 を 有 す る 複 数 の 平 角 線 ３ １ に よ り 構 成 さ れ る 。 平 角 線 ３ １ を 開 放  
端 か ら ス ロ ッ ト １ ２ の 軸 方 向 に 挿 入 す る 。 こ の と き 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 絶 縁 シ  
ー ト ２ ０ と は 、 粘 着 性 が 高 い 発 泡 接 着 剤 に よ り 密 着 し て い る 。 ま た 、 巻 線 ３ ０ 側 は 粘 着 性  
が 低 い 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ て い る の で 、 巻 線 ３ ０ の 挿 入 時 に 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が ず れ に  
く い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に お い て 、 ス ロ ッ ト １ ２ 内 に 取 り 付 け ら れ た 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 、  
硬 化 温 度 に 昇 温 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 え ば 、 ス テ ー タ １ ０ 全 体 を 炉 に 入 れ 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 硬 化 温 度 に 昇 温 さ せ た 後 、 発  
泡 接 着 剤 及 び 非 発 泡 接 着 剤 が 十 分 に 硬 化 す る ま で の 所 定 時 間 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が 硬 化 温 度  
と な る よ う に 維 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ の 工 程 に お い て 、 昇 温 に よ り 、 ま ず 発 泡 接 着 剤 が 溶 融 す る 。 発 泡 接 着 剤  
は 、 溶 融 に よ り 発 泡 し て 体 積 が 増 加 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 発 泡 接 着 剤 の  
厚 さ が 増 し て 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と の 間 の 空 隙 が 埋 め ら れ る 。 そ の 後  
、 こ の 厚 さ を 保 っ て 発 泡 接 着 剤 が 硬 化 す る 。 そ れ と 同 時 、 ま た は 、 発 泡 接 着 剤 の 硬 化 後 に  
、 非 発 泡 接 着 剤 が 溶 融 し て 、 硬 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 処 理 に よ り 、 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ に 配 置 さ れ た 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 す る こ と で 第  
１ 接 着 剤 層 の 厚 さ が 増 し 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と の 間 の 隙 間 が 埋 め ら れ  
、 巻 線 ３ ０ が ス ロ ッ ト １ ２ 内 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の ス テ ー タ １ ０ は 、 ス ロ ッ ト １ ２ を 有 す る ス テ ー タ コ  
ア １ １ と 、 ス ロ ッ ト １ ２ に 挿 入 さ れ る 巻 線 ３ ０ と 、 ス ロ ッ ト １ ２ と 巻 線 ３ ０ と の 間 に 介 装  
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さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ と 、 を  
備 え る 。 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 絶 縁 紙 ２ １ と 、 絶 縁 紙 ２ １ の ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ に 対  
向 す る 表 面 に 配 置 さ れ る 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ と 、 絶 縁 紙 ２ １ の 巻 線 ３ ０ に 対 向 す る 裏 面 に 配  
置 さ れ る 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ と 、 か ら な る 。 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ に は 、 加 熱 に よ り 発 泡 し な が  
ら 熱 硬 化 す る 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 、 未 加 熱 時 の 粘 着 性 が 第 １ 接  
着 剤 よ り も 低 い 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の う ち 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ に 対 向 す る  
表 面 に 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 巻 線 ３ ０ 側 に 対 向 す る 裏 面 に 粘 着 性 が 低 い 非 発 泡 接 着 剤 が  
配 置 さ れ る の で 、 ス ロ ッ ト １ ２ に 巻 線 ３ ０ を 挿 入 す る 際 に 巻 線 ３ ０ の 挿 入 抵 抗 が 少 な く な  
り 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が ず れ る 等 に よ る 作 業 性 の 低 下 を 抑 制 で き る 。 さ ら に 、 組 み 付 け 後 、  
加 熱 に よ り 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 す る こ と で 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 厚 さ が 増 加 し 、 巻 線 ３ ０ と ス ロ  
ッ ト １ ２ と が 密 着 す る の で 、 ス テ ー タ コ ア １ １ と 巻 線 ３ ０ と の 間 の 熱 伝 導 率 の 低 下 を 抑 制  
で き る 。 さ ら に 、 ス ロ ッ ト １ ２ と 巻 線 ３ ０ と の 間 の ク リ ア ラ ン ス を 最 小 限 と す る こ と が で  
き 、 ス ロ ッ ト １ ２ と 巻 線 ３ ０ と で 構 成 さ れ る 磁 気 回 路 設 計 の 制 約 が な く な る 。 こ れ ら に よ  
り 、 モ ー タ 効 率 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ の 全 て に 発 泡 接 着 剤 が 配  
置 さ れ 、 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ の 全 て に 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 巻 線 ３ ０ の 周 囲 に 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 配 置 す る こ と で 、 発 泡 接 着  
剤 に よ り 巻 線 ３ ０ を ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ に 、 よ り 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 非 発 泡 接 着 剤 の 硬 化 温 度 は 、 発 泡 接 着 剤 の 硬 化 温 度 以 上 （ 同 じ  
か 高 い ） と し た 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 発 泡 接 着 剤 が 発 泡 し て そ の 厚 さ が 増 し た 後  
に 、 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と が 硬 化 す る の で 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０  
と の 間 の 隙 間 が 埋 め ら れ 、 巻 線 ３ ０ が ス ロ ッ ト １ ２ 内 で 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 述 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ 側 の 面 に  
少 な く と も 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 巻 線 ３ ０ 側 の 面 に 少 な く と も 非 発 泡  
接 着 剤 が 配 置 さ れ れ ば よ く 、 次 の よ う な 変 形 例 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 の 変 形 例 の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ５ に 示 す 例 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ は 、 ス ロ ッ ト １ ２ 内 に 配 置 さ れ た 状 態 に お い て 対 向  
す る 二 面 の う ち 、 一 方 の 面 に お け る 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に 、 発 泡 接 着  
剤 を 配 置 し た 。 ま た 、 他 方 の 面 に お け る 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に 、 非 発  
泡 接 着 剤 を 配 置 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ の う ち 、 図 ５ 中 の 左 側 の 全 面 に 発 泡 接 着 剤  
を 配 置 し 、 こ れ に 対 向 す る 図 ５ 中 の 右 側 の 全 面 に 非 発 泡 接 着 剤 を 配 置 し た 。 さ ら に 、 ス ロ  
ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ の う ち 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 間 隙 １ ５ 付 近 の 内 側 面 全 体 に 発 泡 接 着 剤 を  
配 置 し 、 ス テ ー タ １ ０ の 径 方 向 奥 側 の 外 側 面 全 体 に 非 発 泡 接 着 剤 を 配 置 し た 。 ス ロ ッ ト １  
２ の 間 隙 １ ５ 付 近 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 始 点 と 終 点 と が 重 ね て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な ス テ ー タ が 、 加 熱 さ れ る と 発 泡 接 着 剤 の 厚 さ が 増 加 し 、 巻 線 ３ ０ が 図 ５ 中 の  
白 抜 き 矢 印 で 示 す 方 向 に 押 圧 さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ 付 近 へ と 移 動 し て 固 定 さ れ  
る の で 、 巻 線 ３ ０ と ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と を 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 介 し て よ り 確 実 に 密  
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着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 の 他 の 変 形 例 の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ に 示 す 例 で は 、 巻 線 ３ ０ を 構 成 す る 平 角 線 ３ １ そ れ ぞ れ に つ い て 、 平 角 線 ３ １ を 挟  
ん で 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に 配 置 さ れ る 接 着  
剤 を 、 そ れ ぞ れ 異 な ら せ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ６ に お い て 、 巻 線 ３ ０ は 、 径 方 向 に 一 列 に 配 置 さ れ る 六 つ の 平 角 線 ３ １ （ ３ １ Ａ 、 ３  
１ Ｂ 、 ３ １ Ｃ 、 ３ １ Ｄ 、 ３ １ Ｅ 、 ３ １ Ｆ ） か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 平 角 線 ３ １ の う ち 、 一 の 平 角 線 ３ １ Ａ で は 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 一 方 の 側 面 （ 図 ６ 中 左 側 ）  
に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 、 発 泡 接 着 剤 が  
配 置 さ れ 、 他 方 の 側 面 （ 図 ６ 中 右 側 ） に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び  
第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 、 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 一 の 平 角 線 ３ １ Ａ の 径 方 向 に 隣 接 す る 他 の 平 角 線 ３ １ Ｂ で は 、 一 の 平 角 線 ３ １  
Ａ と は 、 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と の 配 置 が 異 な る 。 す な わ ち 、 他 の 平 角 線 ３ １ Ｂ で は  
、 一 方 の 側 面 （ 図 ６ 中 左 側 ） に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着  
剤 層 ２ ３ に は 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 他 方 の 側 面 （ 図 ６ 中 右 側 ） に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト  
２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 平 角 線 ３ １ そ れ ぞ れ に つ い て 、 平 角 線 ３ １ を 挟 ん で 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２  
０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ の 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と を 異 な ら せ 、  
さ ら に 、 径 方 向 に 隣 接 す る 複 数 の 平 角 線 ３ １ に つ い て 、 径 方 向 で 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着  
剤 と が 互 い 違 い と な る よ う に 配 置 し た 。 ま た 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 径 方 向 に つ い て も 、 一 列 に  
配 置 さ れ た 複 数 の 平 角 線 ３ １ を 挟 ん で 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第  
２ 接 着 剤 層 ２ ３ の 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と を 異 な ら せ る よ う に 配 置 し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 加 熱 に よ っ て 発 泡 接 着 剤 の 厚 さ が 増 加 す る と 、 平 角 線 ３ １ が 図  
６ 中 の 白 抜 き 矢 印 で 示 す 方 向 に 互 い 違 い に 押 圧 さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ 付 近 へ と  
移 動 し て 固 定 さ れ る の で 、 巻 線 ３ ０ と ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と を 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 介  
し て よ り 確 実 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 の さ ら に 別 の 変 形 例 の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ７ に 示 す 変 形 例 は 、 図 ６ に 示 す 変 形 例 に 類 似 し て い る が 、 複 数 の 平 角 線 ３ １ を 一 つ の  
グ ル ー プ と し て 、 こ の グ ル ー プ ご と に 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤  
層 ２ ３ に 配 置 さ れ る 接 着 剤 を 、 そ れ ぞ れ 異 な ら せ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 巻 線 ３ ０ の 平 角 線 ３ １ の う ち 、 径 方 向 奥 側 の 二 つ の 平 角 線 ３ １ に 対  
向 す る 位 置 の 絶 縁 シ ー ト ２ ０ （ 内 壁 １ ２ ａ の 両 側 ） を 第 １ グ ル ー プ ３ １ １ と す る 。 同 様 に  
、 第 １ グ ル ー プ ３ １ １ に 隣 接 す る 位 置 の 二 つ の 平 角 線 ３ １ に 対 向 す る 位 置 の 絶 縁 シ ー ト ２  
０ （ 内 壁 １ ２ ａ の 両 側 ） を 第 ２ グ ル ー プ ３ １ ２ と す る 。 同 様 に 、 径 方 向 外 側 の 二 つ の 平 角  
線 ３ １ に 対 向 す る 位 置 の 絶 縁 シ ー ト ２ ０ （ 内 壁 １ ２ ａ の 両 側 ） を 第 ３ グ ル ー プ ３ １ ３ と す  
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 １ グ ル ー プ ３ １ １ で は 、 一 方 の 側 面 （ 図 ７ 中 左 側 ） に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １  
接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 、 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 他 方 の 側 面 （ 図 ７ 中 右  
側 ） に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 、 非 発 泡 接  
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着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 １ グ ル ー プ ３ １ １ に 隣 接 す る 第 ２ グ ル ー プ ３ １ ２ で は 、 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と  
の 配 置 を 異 な ら せ た 。 す な わ ち 、 第 ２ グ ル ー プ ３ １ ２ で は 、 一 方 の 側 面 （ 図 ７ 中 左 側 ） に  
対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 非 発 泡 接 着 剤 が 配  
置 さ れ 、 他 方 の 側 面 （ 図 ７ 中 右 側 ） に 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第  
２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。 第 ２ グ ル ー プ ３ １ ２ に 隣 接 す る 第 ３ グ ル ー  
プ ３ １ ３ に お い て も 同 様 に 、 第 ２ グ ル ー プ ３ １ ２ と は 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と の 配 置  
を 異 な ら せ た 。 ま た 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 径 方 向 に つ い て も 、 一 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 平 角 線  
３ １ を 挟 ん で 対 向 す る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ の 発 泡 接  
着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と を 異 な ら せ る よ う に 配 置 し た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 に も 、 加 熱 に よ っ て 発 泡 接 着 剤 の 厚 さ が 増 加 す る と 、 各 グ ル ー  
プ に 配 置 さ れ る 平 角 線 ３ １ が 図 ７ 中 の 白 抜 き 矢 印 で 示 す 方 向 に 互 い 違 い に 押 圧 さ れ 、 ス ロ  
ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ 付 近 へ と 移 動 し て 固 定 さ れ る の で 、 巻 線 ３ ０ と ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁  
１ ２ ａ と を 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 介 し て よ り 確 実 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ８ は 、 本 実 施 形 態 の さ ら に 別 の 変 形 例 の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ８ に 示 す 変 形 例 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 複 数 の 絶 縁 シ ー ト （ 第 １ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ 、  
第 ２ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ｂ ） か ら 構 成 し た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 一 方 の 側 面 （ 図 ８ 中 左 側 ） に は 、 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２  
及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に 発 泡 接 着 剤 を 配 置 し た 第 １ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ が 挿 入 さ れ る 。 ス ロ  
ッ ト １ ２ の 他 方 の 側 面 （ 図 ８ 中 右 側 ） に は 、 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に 非  
発 泡 接 着 剤 を 配 置 し た 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ｂ が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ と 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ｂ と は 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 径 方 向 奥 側  
の 底 面 と 、 径 方 向 手 前 側 の 間 隙 １ ５ 部 分 で 、 そ れ ぞ れ 重 な り 合 わ せ ら れ 、 こ の 重 な り 部 分  
で は 、 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ｂ が 巻 線 ３ ０ 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 は 、 特 に 、 発 泡 接 着 剤 の み が 配 置 さ れ る 第 １ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ  
と 、 非 発 泡 接 着 剤 の み が 配 置 さ れ る 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ｂ と を 別 部 品 と し て 構 成 し た の で  
、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ に お い て 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ を 形 成 す る  
際 の 処 理 が 簡 略 化 さ れ 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に 、 前 述 の 図 ５ に 示 す 変 形 例 と 同 様 に 、 加 熱 に よ っ て 第 １ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ の 発 泡  
接 着 剤 の 厚 さ が 増 加 す る と 、 巻 線 ３ ０ が 図 ８ 中 の 白 抜 き 矢 印 で 示 す 方 向 に 押 圧 さ れ 、 ス ロ  
ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ 付 近 へ と 移 動 し て 固 定 さ れ る の で 、 巻 線 ３ ０ と ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁  
１ ２ ａ と を 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 介 し て よ り 確 実 に 密 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 図 ８ に 示 す 変 形 例 で は 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 径 方 向 奥 側 の 底 面 と 、 径 方 向 手 前 側 の 間  
隙 １ ５ 部 分 で 第 １ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ａ と 第 ２ 絶 縁 シ ー ト ２ ０ Ｂ と を 重 ね た が 、 こ れ に 限 ら れ  
ず 他 の 位 置 で 重 な る よ う に 配 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 の さ ら に 別 の 変 形 例 の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ り 、 図 １ ０ は  
そ の 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 加 熱 前 及 び 加 熱 後 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ９ に 示 す 変 形 例 で は 、 図 ７ に 示 す 変 形 例 と 同 様 に 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２  
２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に そ れ ぞ れ 発 泡 接 着 剤 又 は 非 発 泡 接 着 剤 を 配 置 す る が 、 そ の 位 置  
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を 、 巻 線 ３ ０ の 平 角 線 ３ １ に 位 置 と は 関 連 し な い 位 置 に 分 散 し て （ ラ ン ダ ム に ） 配 置 し た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て さ ら に 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ に 配 置 さ れ る 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の 厚 さ が 、 非  
発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の 厚 さ と 比 較 し て 、 非 加 熱 時 で 小 さ く 、 硬 化 温 度 に 加 熱 し た  
後 に 大 き く な る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 非 加 熱 時 で は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の  
厚 さ が 、 非 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の 厚 さ よ り も 小 さ い 。 こ の 構 成 に よ り 、 巻 線 ３ ０  
を 挿 入 す る と き （ 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） に 、 巻 線 ３ ０ が 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 発 泡 接 着 剤 に  
触 れ な い た め 、 巻 線 ３ ０ が 発 泡 接 着 剤 に 粘 着 す る こ と が な く 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ  
に 固 定 さ れ て い る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が ず れ に く い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 さ ら に 、 加 熱 に よ っ て 発 泡 接 着 剤 の 厚 さ が 増 加 す る と 、 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ て い る 箇  
所 で 巻 線 ３ ０ が 押 圧 さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と を 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 介  
し て 確 実 に 固 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 の さ ら に 別 の 変 形 例 の ス ロ ッ ト １ ２ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ １ に 示 す 変 形 例 で は 、 図 ９ に 示 す 変 形 例 と 同 様 に 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ に 配 置 す る 発 泡  
接 着 及 び 非 発 泡 接 着 剤 の 位 置 を 、 巻 線 ３ ０ の 平 角 線 ３ １ に 位 置 と は 関 連 し な い 位 置 （ ラ ン  
ダ ム に ） 配 置 し た 。 そ し て 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ に 配 置 さ れ る 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の  
厚 さ が 、 非 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の 厚 さ と 比 較 し て 、 非 加 熱 時 で 小 さ く 、 硬 化 温 度  
に 加 熱 し た 後 に 大 き く な る よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 そ し て さ ら に 、 表 裏 で 対 応 す る 位 置 に お け る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ に 配 置  
す る 接 着 剤 と 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に 配 置 す る 接 着 剤 と を 異 な ら せ た 。 す な わ ち 、 絶 縁 シ ー ト  
２ ０ の あ る 箇 所 で は 、 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ に は 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ 、 そ の 裏 側 の 第 ２ 接 着  
剤 層 ２ ３ に は 非 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。 別 の 箇 所 で は 、 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ に は 非 発 泡 接  
着 剤 が 配 置 さ れ 、 そ の 裏 側 の 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ に は 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 場 合 も 、 図 ９ に 示 す 変 形 例 と 同 様 に 、 巻 線 ３ ０ を 挿 入 す る と き に 、  
巻 線 ３ ０ が 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 発 泡 接 着 剤 に 触 れ な い た め 、 巻 線 ３ ０ が 発 泡 接 着 剤 に 粘 着 す  
る こ と が な く 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ に 固 定 さ れ て い る 絶 縁 シ ー ト ２ ０ が ず れ に く い  
。 さ ら に 、 加 熱 に よ っ て 発 泡 接 着 剤 の 厚 さ が 増 加 す る と 、 発 泡 接 着 剤 が 配 置 さ れ て い る 箇  
所 で 巻 線 ３ ０ が 押 圧 さ れ 、 ス ロ ッ ト １ ２ の 内 壁 １ ２ ａ と 巻 線 ３ ０ と を 絶 縁 シ ー ト ２ ０ を 介  
し て 確 実 に 固 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 １ ２ Ａ 、 図 １ ２ Ｂ 、 図 １ ２ Ｃ は 、 図 １ １ に 示 す 変 形 例 に お け る 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 発  
泡 接 着 剤 及 び 非 発 泡 接 着 剤 の 配 置 の 一 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 １ ２ Ａ 、 図 １ ２ Ｂ 、 図 １ ２ Ｃ は 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 表 面 に 配 置 さ れ る 第 １ 接 着 剤 層 ２  
２ を 示 す 。 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 裏 面 に 配 置 さ れ る 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ は 、 こ れ ら 図 １ ２ Ａ 、 図  
１ ２ Ｂ 、 図 １ ２ Ｃ に 示 す 配 置 と は 、 発 泡 接 着 剤 及 び 非 発 泡 接 着 剤 の 位 置 が 逆 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ ２ Ａ は 、 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と が 帯 状 に 交 互 に 配 置 さ れ る 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ２ Ｂ は 、 円 形 状 の 発 泡 接 着 剤 が 非 発 泡 接 着 剤 の 中 に 分 散 し て 配 置 さ れ る 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ ２ Ｃ は 、 発 泡 接 着 剤 と 非 発 泡 接 着 剤 と が 、 格 子 状 に 互 い 違 い に 配 置 さ れ る 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
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　 な お 、 い ず れ の 場 合 で あ っ て も 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の 厚 さ  
が 、 非 発 泡 接 着 剤 が 塗 布 さ れ る 箇 所 の 厚 さ よ り も 小 さ く 設 定 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の よ う に 、 絶 縁 シ ー ト ２ ０ の 発 泡 接 着 剤 及 び 非 発 泡 接 着 剤 を 配 置 す る こ と で 、 絶 縁 シ  
ー ト ２ ０ に 第 １ 接 着 剤 層 ２ ２ 及 び 第 ２ 接 着 剤 層 ２ ３ を 形 成 す る 際 の 自 由 度 が 増 し 、 絶 縁 シ  
ー ト ２ ０ の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 、 及 び そ の 変 形 例 に つ い て 説 明 し た が 、 上 記 実 施 形 態 及 び 変 形  
例 は 本 発 明 の 適 用 例 の 一 部 を 示 し た に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 上 記 実 施 形 態 の 具 体  
的 構 成 に 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 上 述 し た 各 実 施 形 態 は 、 そ れ ぞ れ 単 独 の 実 施 形 態 と し て  
説 明 し た が 、 適 宜 組 み 合 わ せ て も よ い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ Ａ 】
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【 図 １ ２ Ｂ 】 【 図 １ ２ Ｃ 】
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